




要約:社会環境の変化に対応した母子保健活動が求められている。一方、分娩状況の変化

や助産婦活動の実態などから助産婦教育、助産婦学校卒業生の就業状況と生涯教育などの

見直しが迫られている。そこで先行研究や資料から前述の 3領域についての現状と問題点

について検討した。


